
 

２０１４年１１月２１日 

 報道関係各位  

イオンモール株式会社  

 

「イオンモール常滑」起工式を実施  

 

 

イオンモール株式会社（以下、当社）は、１１月２１日（金）愛知県常滑市に開発中のショッピン

グモール「イオンモール常滑」の起工式を行い、２０１５年秋のオープンに向け本格的な建築工事を

着工いたします。 

 

■ 「イオンモール常滑」の計画地について 

 

 本計画地のある常滑市は、知多半島西岸の中央部に位置し、日本六古窯の一つである常滑焼の産地とし

て知られ、古くから窯業のまちとして発展してきました。また、「招き猫のふるさと常滑」をキャッチフレーズに、風

情豊かな「やきもの散歩道」や伊勢湾に面した「海」、国内外から年間およそ１,６００万人の来訪者のある「中部

国際空港セントレア」などの資源を生かした観光振興にも力を入れているエリアです。 

計画地は、愛知県企業庁の所有する中部臨空都市空港対岸部（約１２３ｈａ）の一角を占める「りんくう常滑

駅北街区及びその周辺用地」で、名古屋鉄道空港線りんくう常滑駅、知多半島横断道路りんくうインターチェン

ジに隣接し、電車や自動車による広域からのアクセスに恵まれた立地となっています。また、計画地に隣接す

る海岸部は夏季には多くの海水浴客等で賑わう人工海浜「りんくうビーチ」があり、対岸部の空港島にある中部

国際空港セントレアを一望できる、開放的で美しい景観にも恵まれた立地となっています。 

 当モールでは、「海と空を１２０％楽しむエンターテイメントパーク」を開発コンセプトに、地域の豊かな自然と

歴史・文化、中部国際空港による国際的・都市的要素が融合した、これまでにない楽しさとおもてなしのモー

ルを実現いたします。また、周辺施設との連携を図り、中京圏における新たなランドマークの創造を目指して

参ります。 

  

■ 計画概要 

 

 

 

 

 

１．所 在 地  ：  愛知県常滑市りんくう町二丁目地内 

２．施 設 名 称  ：  イオンモール常滑 

３．敷 地 面 積  ：  約 ２０２,０００㎡ 

４．延 床 面 積  ：  約  ８９,７００㎡ 

５．総賃貸面積  ：  約  ６５,０００㎡ 

６．建 物 規 模  ：  鉄骨造２階建て 

７．駐 車 台 数  ：  約 ４,４００台 

８．店 舗 数  ：  約 ２００店舗 

９．開店予定日  ：  ２０１５年秋 

１０．設計 ・施工 ：  株式会社 大本組 
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＜開発コンセプト＞ 

 

 

 

 

 

行くだけでも楽しい、必ず楽しいことが見つかる、これまでにない楽しさとおもてなしのモール

を実現し、世界に向けた新たなりんくうスタイルを発信します。 

 

◇ 豊かな緑のなかで満喫するアクティビティ 

およそ２０，０００㎡におよぶ緑豊かな 「冒険遊び場」を創造。１年中楽しめるロープコースや全長６００m

超の本格的なサーキットコースを導入。サーキットには小さなお子さまも遊べるキッズカートも併設します。 

冬にはアイススケート、夏には水遊び、季節に合わせてプログラムされた多彩なイベントやアトラクション、 

温浴施設があり、一日楽しめる新しい遊びの基地が出現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 体験・体感を楽しむ充実した自由時間の場 

地域イメージを生かした和のしつらえのレストランゾーン「常滑のれん街」、２つの異なる環境デザインで楽

しい食のシーンを提案するフードコート「フードワンダーランド」など、おいしさと楽しさがいっぱいの飲食ゾー

ンを大きく展開するほか、大型店を核に “コト”を体験する様々なゾーン、エリア有数のファッション集積など

を展開。心ゆくまで自由時間を楽しめるショッピング＆エンターテイメントの一大拠点を創出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「海と空を１２０％楽しむエンターテイメントパーク」 

－特別な“知多”に出会う中京圏の新たなランドマークの創造－ 

ロープコース サーキット イベント スケートリンク 

常滑のれん街 

「宿場町」をコンセプト

に和の環境で統一され

た空間に、「のれん」が

似合う和洋中の名店が

揃うレストラン街。常滑

にゆかりの深いまねき

猫を環境デザインに採

り入れています。 

フード ワンダーランド 

大人も子どももワクワクする「ワ

ンダーランド」をコンセプトに、

海や山のイメージを採り入れた

フードコート。冒険遊び場や伊勢

湾の夕日の景色も楽しめます。 

温浴施設 
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◇ 中部国際空港セントレアの利用客も意識したインバウンド対応 

中京エリアの「空の玄関口」である中部国際空港セントレアとのアクセス性の活用、向上を図りながら、海

外からのお客さまに「ジャパン・ホスピタリテイ（和のおもてなし）」を実現していく役割を担います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 安全・安心の取り組み 

２０１２年９月策定の「イオンｅｃｏプロジェクト」に基づき、非常時の電源供給や施設の耐震化対応等をおこ

ない、万一の災害の際に防災拠点としての役割を担うとともに、照明器具の全ＬＥＤ化や分散型高効率空

調システムの採用により、一層の省エネに取り組みます。 
 

◇ 施設計画のテーマは「ま・ね・く」 

世界に開かれた空の玄関口として、来訪者にファーストインプレションをもたらすデザインを計画。外装は

海と空を感じられるリゾートテイストを、館内や外構は地場産業である焼き物の素材感や色で表現します。

また施設の中には海外からの来訪者にも楽しんで頂けるよう「和」の街並みを展開。その中央部には巨大

招き猫（世界最大ギネス登録挑戦予定）を設置し、招き猫生産量日本一の常滑市の地域性を強調します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 ※掲載の写真、スケッチ、パースはイメージです。実際とは異なることがあります。 

【 お問い合せ先 】   イオンモール株式会社     広報部       ＴＥＬ：０４３－２１２－６７３３ 

中部国際空港セントレアと結ぶ交通を充実するほか、モノづくり愛知や 

日本の伝統文化を館内で表現。また、常滑の招き猫でお迎えします。 

４ヶ国語表記や外貨対応ＡＴＭ、免税対

応、祈祷室設置などを進めます。 


